
１  前回討議事項の進捗状況  

 ⑴  放課後子ども教室地域ボランティアの充実  

  ア  地域組織への協力依頼及びチラシの活用  

   ☑  チラシのリニューアル  （資料１－１）  

     登録の流れが明示されたものに更新  

   ☐  地域組織への協力依頼  

     平成 30 年３月に実施する学区こどもの家運営委員会（全学区対

象）で説明予定  

     こどもの家を利用する一般団体への周知を依頼  

  イ  地域ボランティアへのフォロー実施  

   ☑  平成 30 年度に向けてボランティア登録制度の要綱（案）を作成  

   ☐  平成 29 年度末に今年度参加者への御礼状送付及びアンケートを

実施  

 

 ⑵  額田地域放課後子ども教室について  

  ア  実施場所について（資料１ -２）  

    夏山学区  ▶ 夏山小学校屋内運動場学習室  

    下山学区  ▶ 下山小学校屋内運動場会議室  

   ☑  必要初度備品の選定  

   ☐  教育財産の目的外使用に伴う確認書を作成  

  イ  事業内容について  

   ☑  放課後子ども教室の運営内容（案）を作成（資料１－３）  

ポイント   

①  弾力的な運営による効率化  

  児童の全体数が少ないため、需要の少ない土曜日及び夜間は利

用希望の調査により開閉室を決定  

②  緩やかな利用ルール  

コミュニティバス及び小学校の課外活動等既に地域に根差した

文化を残せるよう、利用ルールを配慮  

   ☐  地元説明会等で最終調整を実施  

  ウ  指導員の体制について  

   ☑  勤務パターン、報酬等を決定  

   ☐  必要人員の確保に向けて、採用活動を継続  

    

 

 

資料１  
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子どもが安心して遊べる場所の減少などによって、地域で活発に遊

ぶ姿を目にすることが少なくなっています。

地域の中での遊びは子どもの豊かな成長に最も大切であり、社会性

や人とのふれあいの大切さなども身につけることができます。

岡崎市放課後子ども教室は、子ども達と一緒に、昔の遊びやスポー

ツ・文化活動などをしていただける方を探しています。

(岡崎市こども育成課 電話23-6694 FAX23-7292）

放
課
後
子
ど
も
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
募

集

！

学区
こども
の家

主な活動
・切り絵 ・こま回し

・将棋 ・卓球教室

・読み聞かせ ・ぬり絵

・バドミントン ・囲碁

・折り紙 ・マジック

・四字熟語 ・工作

など

表面
資料１－２
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裏面

ボランティア活動までの流れ

■こどもの家で実施するところ

井田、広幡、上地、本宿、梅園、竜谷、矢作北、男川、六名、竜美丘

生平、矢作西、六ツ美北部、岡崎、連尺、岩津、矢作南、六ツ美南部、北野

根石、緑丘、愛宕、常磐東、常磐、細川、小豆坂、美合、羽根、常磐南

奥殿、大門、矢作東、福岡、大樹寺、秦梨、三島、恵田、六ツ美西部

■小学校の中で実施するところ

下山、夏山

①ボランティア登録申込書を市役所
で記入していただきます。

②活動できる地域にある子ども教室に
紹介させていただきます。

市役所

・・・・・・・・・・・・・
・

③子ども教室指導員が登録者様にご連絡いたします。
活動内容や使用できる道具・材料、日程などを調整します。

④ 活 動 開 始
◆ 問 合 わ せ 先 ◆

岡崎市こども部こども育成課 放課後子ども教室担当
〒444-8601 岡崎市十王町二丁目9番地
電 話：0564-23-6694 ＦＡＸ：0564-23-7292
※ 申込書は岡崎市のＷＥＢページに掲載しています。

平 成 3 0 年 度 の 実 施 学 区

活 動 時 間 の 目 安

小学校の授業のある日 ▶ 下校後～ 1 8 時
小学校の休みの日 ▶ 1 0 時～ 1 8 時

※ 日曜日・祝日は施設がお休みです。

子ども教室
・こどもの家
・小学校 等

登 録 で き る 方

放課後子ども教室の趣旨に賛同していただける方（個人・団体不問）

※こどもの家運営委員会に推薦されたかたは、こどもの家で直接登録できます。

※ 登録の際に、活動できる地域をお伺いします。

登録者
・個人
・団体

岡崎市 放課後子ども教室

こども育成課

※ 活動中の事故は、岡崎市市民活動総合補償保険が適用されます。

-4/20-



夏山小学校屋内運動場 学習室

資料１-３

設
備
状
況

・広さ 約57㎡ ・避難経路 ○

・空調 × ・給湯 ×

・トイレ、手洗い ○（屋外運動場横） ・電話（外線） ×

・床 カーペット ・セコム ×

・机 ○ ・鍵 ○

・照明・コンセント ○ ・ＡＥＤ ○

● 額田地域の放課後子ども教室について（実施場所）
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下山小学校屋内運動場 会議室

設
備
状
況

・広さ 約59.5㎡ ・避難経路 ○

・空調 ○ ・給湯 ×

・トイレ・手洗い ○ ・電話（外線） ×

・床 フローリング ・セコム ×

・机 ○ ・鍵 ○

・照明・コンセント ○ ・ＡＥＤ ○

● 額田地域の放課後子ども教室について（実施場所）
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資料１－４

区分 こどもの家
（旧岡崎市地域）
放課後子ども教室

（豊富学区を除く旧額田町地域）

放課後子ども教室

位置
付け

独自事業
放課後子供教室事業
（文部科学省）

実施
状況

平成30年度５学区
※ 平成31年度に放課後子ど

も教室へ完全移行

平成30年度38学区
※ 平成31年度43学区

平成30年度下山・夏山学区
※ 平成31年度宮崎・形埜学区

対象
児童

全ての児童

利用
方法

帰宅後に自由来館
※ あらかじめ認められた児
童は小学校からの下校先とし
て利用することができる。

帰宅後に自由来館
※ あらかじめ認められた児
童は小学校からの下校先とし
て利用することができる。

あらかじめ登録された児童が
利用することができる。

料金 無料

開館
時間

●授業のある日
下校後～午後６時

●長期休業日等
午前８時又は10時～午後６

時で学区ごとに異なる。
※ 代休日や一斉下校（早帰
り）にも対応

●授業のある日
下校後～午後６時又は７時

●長期休業日等
午前８時又は10時～午後６

時又は７時で学区ごとに異な
る。
※ 代休日や一斉下校（早帰
り）にも対応

●授業のある日
下校後～午後７時

●長期休業日等
午前８時～午後７時

※ 代休日や一斉下校（早帰
り）にも対応
※ 最終利用児童の帰宅後に
閉室

休館
日

日曜日・国民の祝日・
12月29日～翌年1月３日

日曜日・国民の祝日・
12月29日～翌年1月３日

※ 毎月の調査により、利用
希望者の無い日は閉室

職員 １人（指導員） ２人（指導員） １人（指導員）

おや
つ

無し

施設 学区こどもの家 小学校等の公共施設

過ご
し方

児童の自主的な活動
児童の自主的な活動を基本に、ボランティアの参画によって

交流活動等を行う。

● 額田地域の放課後子ども教室について（事業概要）
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２ 放課後児童クラブの待機児童について 

⑴ 本市における待機児童数等の統計 

ア 年度・月別 待機児童数  

 

▶ 過年度から、夏休み後の９月に大幅に解消する傾向が認められる。 

 

  イ 平成 29年度月別 待機児童の解消要因 

 

▶ 申請の取下げによる解消が入所を上回ることから、児童の自立、就労の見直しまた

は何らかの受け皿があったものと推測できる。 

   ▶親族、放課後子ども教室（かばん下校）、部活動等 
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取下げ 入所（110 人）     （108 人） 

 

資料２ 
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ウ 平成 29年度月別 登録児童数及びクラブの空き状況 

 
▶ ９月から急激に利用児童が減少し、空きクラブが増加することから、事業ニーズのピー

クが夏休みであると考えられる。 

 

  エ 平成 29年度月・学年別 登録児童数 

 

 
▶ ほぼ全ての学年について、９月から減少に転じているが、特に、高学年の減少率が高

い。 

 

⑵ 西三河地域における放課後対策事業の状況 

   ポイント１ 全ての自治体で放課後児童クラブを広く提供 

   ポイント２ 放課後子ども教室は “スポット型”が中心で、長期休業中も含む“毎 

日型”は岡崎市のみ実施 

8 6 7 7 6

13
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24 25 27

26 28 27 27 28

21

13
10 9 7

2,172 
2,194 2,192 2,187 

2,225 

2,087 

2,030 
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0
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

空き5人未満

クラブ数

5人以上空き

クラブ数

登録児童数

778 789 788 788 813 775 774 760 757 747

618 630 633 630 635 610 601 598 593 582

460 461 459 459 465
437 423 422 419 408

223 221 222 220 221
188 163 154 147 137

81 81 78 78 79
67 59 52 51 50

12 12 12 12 12
10 10 10 10 8

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

6年生

5年生

4年生

3年生

2年生

1年生 ▲66 8%減少 

 

▲86 38%減少 

 

▲53 8%減少 

 

▲57 12%減少 

 

▲31 38%減少 

  

▲4  33%減少 

ピーク人数との比較 
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⑶ 全国に見る放課後対策事業の提供体制の分類 

  ア 放課後児童クラブ型 

   

 

  イ 放課後児童クラブ・放課後子ども教室併用型  

    

 

ウ 放課後子ども教室型 

 

 

 

学年及び必要日数等のニーズによって、いずれかの事業を提供している。 

学年及び必要日数等のニーズに関わらず、放課後子ども教室を提供している。 

学年及び必要日数等のニーズに関わらず、放課後児童クラブを提供している。 

※ “毎日型”の放課後子ども教室が必須 

※ “毎日型”の放課後子ども教室が必須 

※ 放課後子ども教室が未実施または“スポット型”であることが多い。 

※定員を超える児童が同

時に待機児童となるこ

とから、申請できる対象

を限定する場合もある。 
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⑷ 本市における提供体制 

  ア 放課後児童クラブ設置地域 

 

 

 

 

イ 放課後児童クラブ未設置地域 

    

 

 

⑸ 経緯 

本市は、昭和 60年代から独自の放課後対策施策として、「こどもの家」の整備を進め、

平成５年度に当時の全小学校区への整備を完了している。平成９年度に児童福祉法で放

課後児童クラブが位置づけられたが、既に類似事業（小学生の放課後対策）を保有して

いたこともあり、留守家庭児童数や既存の民間児童クラブとのバランスを考慮し、緩や

かな整備を図ってきた。一方で、既存の放課後対策事業が無い自治体は、放課後児童ク

ラブに特化して、急速な整備を進めてきたのではないかと推測される。 

平成 23年度に小学校の余裕教室を活用した広幡児童育成センターを開設した段階で、

新たな整備を打ち切り、当面の間は「こどもの家」を活用した放課後子ども教室でニー

ズに対応する方針を打ち出した。 

待機とされた児童が 

放課後子ども教室を利用 

学年及び必要日数等のニーズに関わらず、放課後児童クラブを提供 

                → 待機となっている児童に、放課後子ども教室を案内 

 

学年及び必要日数等の必要度に関わらず、放課後子ども教室を提供している。 

※ 一部地域で異なるルールで運用されている例もある。 
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その後、平成 27年度に子ども・子育て支援新制度が施行、「おかざきっ子育ちプラン」

を策定し、平成 31 年度の待機児童解消を目標に、施設の整備を再開した。１年間に３

～４施設の増設を図っているが、就労意欲の高まりによるニーズの増加は著しく、待機

児童解消の目途は立っていない。 

   

▼放課後児童クラブ施設数の推移    

※平成 19年度～平成 22年度は調査時点が異なるため参考値 

 

⑹ 本市における問題点 

本市は、放課後児童クラブの待機児童解消を目標に、主に施設の建設により定員拡大

を進めてきたが、依然として、近隣自治体に比べ突出している状況にある。 

 

⑺ 本市における課題 

   放課後対策には、短時間利用や夏休み限定利用、児童の自立に合わせたニーズの変化

など様々な対応を求められる。 

本市は、放課後児童クラブに加え“毎日型”の放課後子ども教室を提供しているため、

ニーズに合わせた事業の選択提供が可能と考えられるが、現在は放課後児童クラブの利

用を基本とし、放課後子ども教室で対応できるニーズを包括している。 

効果的に提供を進めるためには、きめ細かなニーズ把握及び提供が必要である。 

 

⑻ 対策の方向性 

   モデル地域を選定し、放課後児童クラブと放課後子ども教室を併せて案内し、利用者

の選択によって事業を提供する仕組みを試行する。影響を見極め、他地域への展開また

は現状維持の方向性を判断する。 

 

（施設数） （人） 

（見込） 
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資料２－２
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西三河地域等放課後対策事業の比較
▸放課後児童クラブ

岡崎市 碧南市 刈谷市 豊田市 安城市 西尾市 知立市 高浜市 みよし市 幸田町 豊橋市
待機児童数 242 0 3 0 0 0 0 0 40 29 0
クラブ数 34 7 15 66 21 26 7 5 8 6 49

小学校数 47 7 15 75 21 26 7 5 8 6 52

主な実施場所
公共施設内専

用施設
小学校敷地内

専用施設

小学校敷地内
専用施設、隣
接地専用施設

小学校敷地内
専用施設、余

裕教室

小学校敷地内
専用施設、余

裕教室

小学校敷地内
専用施設、余

裕教室

小学校敷地内
専用施設、余

裕教室

児童センター
利用、小学校

余裕教室

小学校敷地内
専用施設、余

裕教室

小学校余裕教
室

小学校敷地内
専用施設、余

裕教室

開設時間
（授業のあ
る日）

下校後～19：
00

下校後～19：
00

下校後～19：
00

下校後～18：
30

下校後～19：
00

下校後～18：
00

下校後～18：
30

下校後～18：
00または
19:00

下校後～18：
30

下校後～18：
00

下校後～18：
00
※　19時まで
延長あり。

開設時間
（授業のな
い日）

8：00～19：
00
※長期休業日
の7：30～8：
00の延長あ
り。

7：30～19：
00
※土曜日は
18：00

7：30～19：
00

7:30～18:30
7：30～19：
00

8：00～18：
00
※18時30分ま
で延長あり。

7：30～18：
30

地域により
7:00または
7：30～19:00

7:30～18:30
7：45～18：
00

土曜日
7：30～18：
00
長期休業日
7：45～18：
00

対象児童
1～6年生の留
守家庭児童

1～6年生の留
守家庭児童

1～4年生の留
守家庭児童

1～4年生、支
援を要する
5,6年生の留
守家庭児童

1～4年生、定
員に余裕があ
れば、5,6年
生の留守家庭
児童

1～6年生の留
守家庭児童

1～6年生の留
守家庭児童

1～6年生の留
守家庭児童

1～4年生の留
守家庭児童

1～6年生
の留守家庭児
童※一部学区
は10歳未満の
児童

1～6年生の留
守家庭児童

利用料月額
※通年利用
を前提とす
る。

7,000円

長期休業日早
朝延長利用
（7:30～8：
00） 500円～
2,000円

おやつ代
1回　100円

午後５時まで
の利用：
3,000円

午後５時を超
える利用：
5，000円
※８月のみ
8，000円

5,000円
※材料費、保
険料などは別
途実費負担

5,500円
※８月は8000
円

5,200円
※８月は
8,600円

おやつ代
1,000円

5,000円
7月：8,000円
8月：12,000
円

延長保育料
500円
おやつ代
1,000 円

5,000円

おやつ代 700
円

5,500円～
6,000円
早朝延長利用
（7:30～
9:00、18:00
～19:00）
 月額1,000円
おやつ代はク
ラブによる。

月額5,100円

※8月のみ
8,000円

１か月あたり
10日以下：
3,000円１か
月11日以上：
6,000円
※８月は
8,000円

7,000円
延長利用
（18：00～
18：30）
1,000円
（18：00～
19：00）
2,000円
おやつ代はク
ラブによる。

備考
土曜日休み
一部祝日開所

土曜日休み
一部祝日開所

資料２-３
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西三河地域等放課後対策事業の比較
▸放課後子ども教室等

碧南市 刈谷市 豊田市 安城市 西尾市 知立市 みよし市 幸田町 豊橋市
実施数 33 10 1 14 24 2 12 7 5 5 0 0 6

小学校数 7 15 75 21 26 7 5 5 8 6 52

事業名称
放課後子ど
も教室

こども
の家

放課後子ど
も教室

放課後子ど
も教室

地域子ども
の居場所づ

くり

放課後子ど
も教室

寺子屋にし
お

放課後子ど
も教室

○○っ子ひ
ろば

センター
キッズ

放課後子ど
も教室

主な実施場所 こどもの家
こども
の家

小学校教室 小学校教室
集会所、小
学校等

小学校教室
公民館、寺
院、個人宅

小学校教室
小学校グラ
ウンド

児童館
公民館、小
学校等

タイプ 毎日 毎日 スポット スポット スポット スポット スポット スポット （毎日） スポット スポット

開設日(授業のある日） 毎日 毎日 ３回/週 １回/週 １～３回/週 １回/週 ２回/週 毎日 毎日 毎日

開設日(授業のない日） 毎日 毎日 開設しない 開設しない
各地域で実

施
開設しない 開設しない 開設しない 開設しない 開設しない

開設時間
（授業の
ある日）

（地域に
よって異な
る）下校後
～18時また
は19時

（地域に
よって異な
る）下校後
～18時また
は19時

（低学年）
下校後～帰
宅時間まで

（地域に
よって異な
る）下校時
から16：30

下校後～日
没

（月によっ
て異なる）
下校後～最
短で16：
00、最長で
16：30

（低学年）
下校後～
17：00

下校後～か
ら17：30

（月によっ
て異なる）
下校後～最
短で16：
15、最長で
17：45

下校後～小
学校の帰宅
時間の15分
前、または
17時

（地域に
よって異な
る）下校後
～16時また
は18時

開設時間
（授業の
ない日）

（地域に
よって異な
る）8：00
または10：
00～18：00
または19：
00

（地域に
よって異な
る）8：00
または10：
00～18：00
または19：
00

開設しない 開設しない

１日に概ね
３時間以内
※地域に
よっては開
設しない

開設しない 開設しない 開設しない 開設しない
9：00～
17：00

開設しない

対象児童 1～6年生 1～6年生 1～3年生 1～6年生 1～6年生 1～6年生 1～3年生 1～6年生 1～6年生
1～6年生の
留守家庭児
童

1～6年生

利用料 無料 無料 無料 無料 無料 無料
保険加入料

800円
教材費

材料費
保険加入の
場合年額
800円

無料 無料

（参考）
児童館数

2 6 0 9 4 5 14 3 540

実施してい
ない

実施してい
ない

岡崎市 高浜市

47

○○っ子ひ
ろばの実施
がない日
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